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Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・ア
ク
タ
ー
ズ
結
成
30周

年
記
念
公
演

「
ア
ズ
ラ
ン
ド
～
つ
づ
く
つ
な
が
る
物
語
～
」
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令
和
５
年
２
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

の
２
日
間
、
え
ず
こ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、Ａ

Ｚ
９
（
あ
ず
な
い
ん
）
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー

ズ
結
成
30
周
年
記
念
公
演
「
ア
ズ
ラ
ン
ド
〜

つ
づ
く
つ
な
が
る
物
語
〜
」
が
上
演
さ
れ
、

２
日
間
で
７
７
３
名
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
劇
団
は
、
平
成
５
年
に
結
成
さ
れ
、
阿

武
隈
川
（
Ａ
）
と
蔵
王
連
峰
（
Ｚ
）
を
共
有

す
る
仙
南
圏
域
の
９
つ
の
自
治
体
の
小
学
４

年
生
か
ら
６
年
生
で
構
成
す
る
児
童
劇
団
で

す
。

　

毎
年
２
月
に
公
演
を
重
ね
、
30
回
目
を
迎

え
た
今
回
の
公
演
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
１
部
で
は
、
第
１
期
生
か
ら
第
27
期
生
ま

で
、
30
名
を
超
え
る
卒
業
生
が
全
国
各
地
か

ら
集
結
し
、
30
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
、
卒
業
生
の
脚
本
に
よ
る
演

劇
公
演
で
、
現
役
メ
ン
バ
ー
16
名
が
、
生
ま

れ
育
っ
た
仙
南
圏
域
の
魅
力
、
支
え
て
く
れ

た
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
蔵
王
町
在
住
の

画
家 

加
川
広
重
氏
と
仙
南
圏
域
の
子
ど
も

た
ち
、
延
べ
約
５
０
０
人
で
作
り
上
げ
た
巨

大
画
も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
の
無
数
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
詰
ま
っ
た
作
品
と
節
目
を
彩
る

子
ど
も
た
ち
の
熱
演
に
温
か
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

▲　舞台で使用された巨大画（縦7ｍ×横12ｍ）
　　大きさと、画に込められたエネルギーに圧倒される作品です。
　　（左下の人影と比較するとその大きさにビックリ！）

ＡＺ９ジュニア・アクターズ
30年のきせき



　

Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

演
技
や
歌
・
ダ
ン
ス
な
ど
の
レ
ッ
ス
ン
の
ほ
か
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
出
演
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
つ
け
、
本
公
演
と
な
る
２
月
、
え
ず
こ
ホ
ー

ル
の
舞
台
に
立
ち
ま
す
。

○
対　
　

象
：
仙
南
圏
域
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

○
活　
動　
日
：
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日（
年
間
40
回
程
度
）

○
活
動
場
所
：
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
　

（
大
河
原
消
防
署
）
ほ
か

○
活
動
費
用
：
月
３
０
０
０
円
程
度

　
　
　
　
　
　

※
育
て
る
会
（
保
護
者
の
会
）
の
会
費
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
体
験
レ
ッ
ス
ン
：
６
月
下
旬
予
定

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
：
教
育
委
員
会

　

児
童
名
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

　

の
う
え
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

　

か
、
上
記
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
詳
細
は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
Ａ
Ｚ
９ 

　
　

ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
」
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
確
認

　
　

く
だ
さ
い
。

3

教育委員会からのお知らせ◆ 【問い合わせ先】　☎ ０２２４－５２－３４３３／ FAX ０２２４－５１－１１３０

Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・

ア
ク
タ
ー
ズ
の
活

動
を
公
開
中

学校じゃ出会えない友だちがキミを待ってる!!学校じゃ出会えない友だちがキミを待ってる!!

Facebook

Instagram

児
童
劇
団
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ

第
31
期
生
メ
ン
バ
ー
募
集
!!
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１．『仙南広域　ごみ予約』等で検
　索するか、QRコードを読み取っ
　ていただき希望する施設を選択
　してください。

２．ページの下部にある【予約する】
　のボタンを押し、予約ページに移
　動してください。

仙南クリーンセンターごみ搬入Ｗｅｂ予約システム

予約する

ごみ搬入予約システムＱＲコード

【問い合わせ先】　☎ ０２２４－５２－２８７０／ FAX ０２２４－５２－２６６０

令
和
５
年
４
月
10
日
か
ら
の　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ご
み
の
直
接
持
込
は『
予
約
』が
必
要
で
す

ご
み
搬
入
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

ご
み
搬
入
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法

※
シ
ス
テ
ム
画
面
の
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

ステップ１

ステップ２

　
ご
み
の
搬
入
車
両
に
係
る
混
雑
解
消
と
事
故
防
止
の
た
め
、
仙
南

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
を
持

ち
込
む
際
は
、
専
用
サ
イ
ト
か
ら
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
プ
１
に
掲
載
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

カ
メ
ラ
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
「
仙

南
広
域　
ご
み
予
約
」
と
検
索
し
、
専
用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
い
た

だ
き
予
約
を
行
い
、搬
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
予
約
が
必
要
な
方

　
仙
南
圏
域
の
ご
み
を
搬
入
す
る
方
（
家
庭
か
ら

発
生
す
る
ご
み
・
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み
）

　

※

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
予
約
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
ま
す
。

　

※

事
業
所
か
ら
の
ご
み
は
、
事
業
系
一
般
廃
棄

　
　
物
に
限
り
ま
す
。

　

※

事
業
所
で
予
約
す
る
場
合
の
氏
名
は
、
搬

　
　
入
す
る
方
の
氏
名
を
ご
入
力
願
い
ま
す
。

当
日
の
搬
入

南
圏
域
で
ご
み
を
排
出
さ
れ
た

方
が
異
な
る
場
合
は
、
ご
み
が

発
生
し
た
場
所
が
分
か
る
書
類

（※

公
共
料
金
の
請
求
書
等
）

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
搬
入
時
に
持
参
を
忘
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
③
持
ち
込
み
に
係
る
制
限
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
】

　
・
１
日
１
回
３
０
０
㎏
ま
で

【
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】

　
・
回
数・持
込
量
の
制
限
な
し

　
予
約
完
了
後
、
予
約
シ
ス
テ

ム
よ
り
搬
入
日
と
搬
入
時
間
が

提
示
さ
れ
ま
す
が
、
搬
入
当
日

は
次
の
事
項
を
遵
守
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
受
付
時
間
は
30
分
単
位
で
管

理
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
時

間
か
ら
30
分
以
内
に
入
場
す
る

よ
う
厳
守
願
い
ま
す
。　
　

　
な
お
、
受
付
時
間
に
遅
れ
た

場
合
は
再
度
予
約
を
取
り
直
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

（
例
：
予
約
時
間
が
10
時
の
場

合
、
受
付
時
間
は
10
時
か
ら
10

時
30
分
の
間
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

②
持
ち
込
み
の
際
、
受
付
に
て

搬
入
す
る
方
の
運
転
免
許
証
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
方
と
仙
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3．予約の空き状況を確認し、空き
　がある日時から選択してくださ
　い。（〇 △ ×にて表示されていま
　す）

４．ごみを搬入する方の氏名、住所、
　車両情報、電話番号、メールアド
　レスの項目を入力します。

５．全ての予約内容及び同意事項を
　確認し、予約番号が発行された
　ら予約完了となります。
※予約番号は搬入当日、受付にて
　確認させていただきます。

【予約可能日】
・月曜日から金曜日（祝日含む）
・第３日曜日

※搬入希望日の前日まで予約することが
　可能です。（当日予約はできません）
※予約受付の枠数には限りがありますの
　で、希望日が決まりまし
　たら、お早めにご予約く
　ださい。

予約番号
１７

確認ページ
https://sencc.rsvsys.jp/guest/login
※確認ページで予約内容の確認できます。

希望する日時を選択してください。予約完了
○受付中　△残りわずか　×受付終了

3/6 3/7 3/8 3/9

○ ○ ○ △

○ ○ △ ×

○ △ × ×

△

8：30

9：00

9：30

10：00 × × ○

持ち込み情報

氏名（全角カナ）必須

住所必須

ホームへ

業務課からのお知らせ◆

ステップ４

ステップ５ ステップ３

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
動
物

死
体
受
付
日
が
、
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
の
際

は
、
日
時
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
日
時
】

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
角
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
２
２
４（
６
３
）２
１
４
０

　
業
務
課

　
　
℡
０
２
２
４（
５
２
）２
８
７
０

南
圏
域
で
ご
み
を
排
出
さ
れ
た

方
が
異
な
る
場
合
は
、
ご
み
が

発
生
し
た
場
所
が
分
か
る
書
類

（※

公
共
料
金
の
請
求
書
等
）

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
搬
入
時
に
持
参
を
忘
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
③
持
ち
込
み
に
係
る
制
限
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
】

　
・
１
日
１
回
３
０
０
㎏
ま
で

【
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】

　
・
回
数・持
込
量
の
制
限
な
し

　
予
約
完
了
後
、
予
約
シ
ス
テ

ム
よ
り
搬
入
日
と
搬
入
時
間
が

提
示
さ
れ
ま
す
が
、
搬
入
当
日

は
次
の
事
項
を
遵
守
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
受
付
時
間
は
30
分
単
位
で
管

理
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
時

間
か
ら
30
分
以
内
に
入
場
す
る

よ
う
厳
守
願
い
ま
す
。　
　

　
な
お
、
受
付
時
間
に
遅
れ
た

場
合
は
再
度
予
約
を
取
り
直
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

（
例
：
予
約
時
間
が
10
時
の
場

合
、
受
付
時
間
は
10
時
か
ら
10

時
30
分
の
間
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

②
持
ち
込
み
の
際
、
受
付
に
て

搬
入
す
る
方
の
運
転
免
許
証
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
方
と
仙

動
物
死
体
　
　
　
　
　

　
　
受
付
日
に
つ
い
て



第65回 全日本こけしコンクール
白石市

全日本こけしコンクール実行委員会（白石市商工観光課内　0224-22-1321）
ホワイトキューブ

会　期
会　場
問合せ

昭和34年から開催されている
白石市を代表する一大イベン
ト。伝統こけし工人によるこけ
しの実演販売や、こけしの絵付
け体験はもちろん、地場産品ま
つりも同時開催し、家族で楽し
めるイベントです。

角田市

おおがわら桜まつり
大河原町

おおがわら桜まつり実行委員会（大河原町商工会内　0224-53-1260）
大河原町商工観光課（0224-53-2659）

白石川公園
会　期
会　場
問合せ

今年で植樹 100 周年を迎える
「白石川堤一目千本桜」。白石川
沿い約 1,200 本・延々約８km
にわたる“桜のトンネル”で、
残雪頂く蔵王連峰、白石川の清
流が絶妙なハーモニーを醸し出
し、宮城・東北を代表する桜の
名所となっています。

6

4
月
の
イ
ベン
ト

8
月
の
イ
ベン
ト

4月 11月イベント情報

かくだ宇宙っ子まつり

かくだ宇宙っ子まつり実行委員会（角田市商工観光課内　0224-63-2120）
台山公園　スペースタワー・コスモハウス

会　期
会　場
問合せ

今年で第30回目を迎える「か
くだ宇宙っ子まつり」は、子ど
もの日恒例のおまつり。ロケッ
トの実物大模型がある台山公園
を会場に、子ども向けのイベン
トが盛りだくさん！！親子でも
楽しめます。

5月5日 午前9時30分～午後3時

※桜の開花状況により
　変更の場合があります。

※桜の開花状況により
　変更の場合があります。

April

玉ノ木原水芭蕉群生地オープン式

玉ノ木原水芭蕉群生地駐車場
会期

会場

問合せ七ヶ宿町 七ヶ宿町観光協会
（0224-37-2177）

4月上旬

蔵王連峰夏山開きとエコーライン開通

蔵王エコーライン
会期

会場

問合せ蔵王町 蔵王町農林観光課
（0224-33-2215）

しばた桜まつり
柴田町

しばた桜まつり実行委員会（柴田町商工観光課内　0224-55-2123）
船岡城址公園、白石川堤一目千本桜

会　期
会　場
問合せ

町中が桜色に包まれる、柴田町
の春恒例のイベント。メイン会
場である船岡城址公園の山頂か
らは残雪の蔵王をバックに白石
川堤一目千本桜を望むことがで
きます。各種出店のほか夜桜ラ
イトアップもあり、１日を通し
て桜を楽しめます。

6
月
の
イ
ベン
ト

June

問合せ 「花のまち柴田」イベント開催実
行委員会（柴田町商工観光課
内　0224-55-2123）

第10回 しばた紫陽花まつり

船岡城址公園
会期

会場

柴田町

5
月
の
イ
ベン
ト

白石市民春まつり

白石市中心市街地
会期

会場

問合せ 白石市民春まつり実行委員会
（白石市商工観光課内　
0224-22-1321）

May

白石市 5月3日

August

とうもろこし「味来」販売推奨月間

道の駅「村田」
会期

会場
8月1日   ～31日 村田町 午前9時～午後5時

（無くなり次第終了）
問合せ 村田町ふるさとリフレッシュセン

ター（0224-83-5505）

5月3日       ～5日 

4月下旬～5月中旬

6月中旬～7月上旬

問合せ 大河原町農政課
（0224-87-6277）
大河原町商工観光課
（0224-53-2659）

おおがわら梅まつり

JAみやぎ仙南
白石倉庫仙南さくら営業所

会期

会場
大河原町 6月下旬

8月中旬

4月22日   ～5月5日 

4月21日

5月13日  ・14日

午前９時～午後５時
（無くなり次第終了）

そら豆まつり
村田町

村田町ふるさとリフレッシュセンター（0224-83-5505）
道の駅「村田」

会　期
会　場
問合せ

村田町特産品そら豆のＰＲ販売
（箱・袋）を行います。そら豆
炭火焼きや調理方法の豆知識
や、袋詰め放題（有料１袋500
円）なども行われます。売り切
れの場合もありますのでお早め
にお越し下さい。※出荷量が少
ない場合は詰め放題は行いませ
ん。

6月9日   ～11日 

4月6日   ～19日 

4月6日   ～19日 

・㊗

・㊗

・㊗

・㊗

みやぎ蔵王えぼしすいせんまつり

みやぎ蔵王えぼしリゾート
会期

会場

問合せ蔵王町 みやぎ蔵王えぼしリゾート
（0224-34-4001）

かくだ菜の花巡り

道の駅かくだ
阿武隈川角田橋下流河川敷右岸

会期

会場

問合せ角田市 かくだ菜の花まつり実行委員会
（角田市商工観光課内
0224-63-2120）

・㊗

第50回記念 全国丸森いち

丸森町役場前駐車場
会期

会場

問合せ 丸森町商工会
（0224-72-3017）

丸森町

5月頃（予定）
北蔵王夏山開き

八丁平駐車場～雁戸山方面（予定）
会期

会場

問合せ 川崎町地域振興課
（0224-84-2117）

川崎町

かくだ牟宇姫夏まつり

角田市市民センター周辺
会期

会場
8月14日角田市 午後1時～午後9時 問合せ かくだ牟宇姫夏まつり実行委員

会（角田市商工会
0224-62-1242）

七ヶ宿火まつり

七ヶ宿ダム自然休養公園
会期

会場
8月26日七ヶ宿町 午後６時30分～

午後８時30分頃 問合せ 七ヶ宿町観光協会
（0224-37-2177）

おおがわら夏まつり

大河原町内
会期

会場
大河原町

問合せ おおがわら夏まつり実行委員会
（大河原町商工会内
0224-53-1260）
大河原町商工観光課
（0224-53-2659）
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第33回 齋理幻夜
丸森町

丸森町商工観光課（0224-72-3017）
蔵の郷土館 齋理屋敷とその周辺

会　期
会　場
問合せ

丸森町の夏の風物詩「齋理幻
夜」。約1,000基の手作り絵と
うろうに火が灯され、幻想的な
空間になります。
太鼓や紙芝居、夜店など様々な
催し物が行われ、どこか懐かし
い特別な夜を楽しめます。

蔵王町産業まつり
蔵王町

蔵王町産業まつり実行委員会（蔵王町農林観光課内　0224-33-2215）
蔵王町ふるさと文化会館ほか

会　期
会　場
問合せ

蔵王町の農産物生産者や加工生
産者が一堂に会し、優れた地場
産品の紹介や販売を行い、消費
者との交流を深めます。
特設ステージでは、コンサート
や歌謡ショーなどたくさんのイ
ベントを予定しています。

せんなん地域保存版

September

8月5日

七ヶ宿町
わらじで歩こう七ヶ宿

参勤交代などで栄えた山中七ヶ
宿街道を歩くイベント。道中に
は関所やそば畑があり、七ヶ宿
町の歴史と自然を楽しめるだけ
でなく、地場産品や焼き魚など
のおもてなしもあります。

支倉常長まつり

上記のほか、ここでは紹介しきれなかったイベントもたくさんありますので、
各市町の広報紙やホームページも併せてご覧ください。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や延期、内容が変更になってい
るイベント等がありますので、各問い合わせ先にご確認ください。

10
月
の
イ
ベン
ト

October

白石市
第16回 鬼小十郎まつり

白石城本丸広場
会期

会場

問合せ 鬼小十郎まつり実行委員会
（白石市まちづくり推進課内
0224-22-1327）

11
月
の
イ
ベン
ト

November

角田市

第36回 阿武隈リバーサイドマラソン大会

かくだスポーツビレッジ（Kスポ）内
角田市陸上競技場：スタート/ゴール

会期
会場

問合せ 阿武隈リバーサイドマラソン大
会実行委員会事務局
(0224-63-3771)

11月5日

七ヶ宿町観光協会（0224-37-2177）
山中七ヶ宿街道（国道113号線）

会　期
会　場
問合せ

午前8時頃～午後１時30分8月27日

みやぎ蔵王梨まつり

蔵王町ふるさと文化会館ほか
特設会場・町内参加農家

会期

会場

問合せ みやぎ蔵王梨まつり実行委員会
（0224-33-3004）蔵王町 9月上旬

9
月
の
イ
ベン
ト 9月30日

10月上旬

村田町
蔵の町むらた 布袋まつり

村田町内中心部
会期

会場

問合せ 村田町布袋まつり保存会
（村田町まちづくり振興課内
0224-83-2113）

10月上旬（予定）

10月中旬（予定）

川崎町
青根温泉感謝祭

青根温泉じゃっぽの湯駐車場特設会場
会期

会場

問合せ 古賀政男顕彰会実行委員会
（川崎町地域振興課内
0224-84-2117）

10月上旬

村田町
みやぎ村田町 蔵の陶器市

村田町内中心部（蔵の町並み店蔵等）
会期

会場

問合せ NPO法人むらた蔵わらし
（080-6025-6691）

七ヶ宿町
七ヶ宿湖一周ウォーキング

七ヶ宿湖周囲（約12㎞）
会期

会場

問合せ 七ヶ宿町観光協会
（0224-37-2177）

白石市
白石市農業祭

ホワイトキューブ
会期

会場

問合せ 農業祭実行委員会
（白石市農林課内
0224-22-1253）

10月下旬大河原町

おおがわらオータムフェスティバル

大河原町内
会期

会場

問合せ （一社）大河原町観光物産協会
（0224-53-2141）
大河原町商工観光課
（0224-53-2659）

10月28日

サイクルフェスタ丸森2023

丸森町内全域
会期

会場

問合せ サイクルフェスタ丸森実行委員
会（丸森町商工観光課内
0224-72-3017）

丸森町

10月中旬～下旬

第11回 しばた曼珠沙華まつり

船岡城址公園
会期

会場

問合せ 「花のまち柴田」イベント開催実
行委員会（柴田町商工観光課
内　0224-55-2123）

柴田町 9月中旬～10月上旬

11月11日  ・12日 （予定）

丸森町
第28回 丸森ウォークラリー大会

丸森町内
会期

会場

問合せ 丸森ウォークラリー大会実行委
員会事務局（丸森町教育委員
会内　0224-72-3036）

11月12日

川崎町

支倉常長まつり実行委員会
（川崎町地域振興課内
0224-84-2117）

川崎町役場駐車場
特設会場

会　期
会　場

問合せ

川崎町にゆかりのある支倉常長
の功績を讃え、後世に伝えよう
と始まった一大イベント。慶長遣
欧使節一行を再現したパレード
が町内商店街を練り歩きます。
各地の武将隊の参加やステージ
披露など祭りを盛り上げます。

6月11日 

午前8時30分～
午後0時30分
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令
和
５
年
１
月
27
日
（
金
）、
陸
上
自
衛

隊
船
岡
駐
屯
地
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
と

協
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

通
常
、
圏
域
内
に
お
け
る
災
害
へ
の
対
応

は
、
消
防
が
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
東

日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
よ

う
な
、
大
規
模
災
害
の
時
に
は
、
消
防
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
陸
上
自
衛
隊
な

ど
の
関
係
機
関
と
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、

多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た
想
定
で
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
お
互
い
の
応
急
処
置
の
ス
キ

ル
を
共
有
し
、
自
衛
隊
が
所
有
す
る
救
急
車

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
方
法
等
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

非
常
時
に
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た

め
に
は
、
災
害
対
応
に
携
わ
る
関
係
機
関
同

士
が
、
互
い
の
ス
キ
ル
を
学
び
あ
い
、
日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
圏
域
住
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

自
衛
隊
と

タ
ッ
グ
を
組
み
ま
し
た
!!
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消防本部からのお知らせ　 【問い合わせ先】　☎ ０２２４－５２－１０５０／ FAX ０２２４－５２－１０５６◆

　

当
消
防
本
部
に
お
け
る
令
和
４
年
の
救

急
出
動
件
数
は
、
８
７
１
８
件
で
過
去
最

高
と
な
り
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
、
７
２
１

７
人
の
う
ち
、
約
28
％
は
入
院
の
必
要
の

な
い
『
軽
症
』
の
方
で
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
と
、
最
寄
り

の
消
防
署
か
ら
救
急
現
場
に
向
か
い
ま
す

が
、
最
寄
り
の
消
防
署
で
出
動
中
の
場
合

は
、
次
に
近
い
消
防
署
か
ら
救
急
現
場
に

向
か
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
救
急
出
動
件

数
が
増
え
る
と
救
急
車
の
現
場
到
着
時
間

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
安
易
な
利
用
が
増
え
る
と
、

「
救
え
る
命
」
が
救
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
生
命
の
危
険
が
あ
り
、
緊
急
に
救

急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
元
に
一
秒

で
も
早
く
救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ
う
、

緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行
け
る

場
合
は
、
自
家
用
車
や
公
共
交
通
機
関
等

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
（
心
臓
が
止

ま
っ
て
い
る
、
息
が
止
ま
っ
て
い
る
等
）

を
よ
り
早
く
病
院
へ
搬
送
で
き
る
よ
う
、

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ん
の
相
談
は
「
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー

　

ル
（
＃
８
０
０
０
）」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

突
然
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
た
ら
・・・

　

当
消
防
本
部
で
は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
救
命
講
習

会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
の
消
防
署
ま
た
は

消
防
出
張
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳

細
は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.az9.or.jp/syoubou/kousyu.htm

l

）

○
普
通
救
命
講
習
会

・
日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）

・
会
場　

４
月　

大
河
原
消
防
署

　
　
　
　

５
月　

角
田
消
防
署

　
　
　
　

６
月　

大
河
原
消
防
署

　
　
　
　

７
月　

白
石
消
防
署

・
申
込
受
付
期
間　

講
習
日
７
日
前
ま
で
受
付

　

※

開
催
月
に
よ
り
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

○
上
級
救
命
講
習
会

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
ほ
か
に
、

外
傷
の
手
当
、
体
位
管
理
法
等
を
学
び
ま
す
。

・
令
和
５
年
度
第
１
期
（
年
度
中
３
期
に
分
け
開
催
）

　

①
６
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

②
６
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※

①
、
②
ど
ち
ら
か
を
受
講
願
い
ま
す
。

・
申
込
受
付
期
間

　

５
月
15
日
（
月
）
〜
５
月
26
日
（
金
）

・
会
場　

大
河
原
消
防
署

救
急
車
の
利
用
は
適
正
に

応
急
手
当
を
身
に
着
け
よ
う
‼

　
　
　    （
救
急
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

お
と
な
救
急
電
話
相
談

　

宮
城
県
と
仙
台
市
で
は
、
夜
間
や
休
日
の
急
な

病
気
や
け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良
い
の

か
迷
う
と
き
や
、
応
急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い

と
き
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
看

護
師
な
ど
が
対
応
方
法
に
つ
い
て
助
言
す
る
ほ

か
、
受
診
の
必
要
性
、
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の

案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
番
号

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話　

♯
７
１
１
９

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
以
外
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど

　
　
　
　
　
　

０
２
２
‐
７
０
６
‐
７
１
１
９

対
応
時
間

　

平　

日      

午
後
７
時
〜
翌
午
前
８
時　

　

土
曜
日      
午
後
２
時
〜
翌
午
前
８
時

　

日
・
祝
日　

午
前
８
時
〜
翌
午
前
８
時（
24
時
間
）
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最優秀賞

優秀賞宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
長
賞

　

白
石
第
二
小
学
校 

渡　

邉　

花　

音

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
長
賞

　

七
ヶ
宿
小
学
校 

髙　

崎　
　
　

蒼

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

村
田
小
学
校 
 

横　

山　

蘭　

空

　

船
岡
小
学
校 
 

霜　

山　

結　

夏

　

平
沢
小
学
校 
 

齋　

藤　

絆　

愛

宮
城
県
消
防
協
会
仙
南
地
区
支
部
長
賞

　

角
田
小
学
校 
 

佐　

藤　
　
　

蘭

　

舘
矢
間
小
学
校 

渡　

邊　

美　

月

　

福
岡
小
学
校 
 

髙　

橋　

史　

桜

仙
南
地
域
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
長
賞

　

平
沢
小
学
校 
 

村　

上　

真　

奈

　

白
石
第
二
小
学
校 

鷲　

眼　

未　

桜

　

白
石
第
二
小
学
校 

佐　

藤　

青　

士

　

角
田
小
学
校 
 

細　

川　

ひ
よ
り

仙
南
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

白
川
小
学
校 
 

大　

野　

桃　

子

　

角
田
小
学
校 
 

笠　

間　

優　

梨

　

金
ケ
瀬
小
学
校 

阿　

部　

莉　

奈

　

遠
刈
田
小
学
校 

鹿　

島　

結　

愛

仙
南
地
方
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

　

角
田
小
学
校 
 

三　

野　

花　

梨

　

西
住
小
学
校 
 

堀　

米　

結　

花

　

深
谷
小
学
校 
 

片　

平　

真　

歩

　

舘
矢
間
小
学
校 

仲　

里　

琉　

那 

白
石
消
防
署
長
賞

　

白
石
第
二
小
学
校 

一　

條　

輝　

映

　

白
川
小
学
校 
 

平　

間　

琴　

葉

　

小
原
小
学
校 
 

庄　

子　

学　

史

角
田
消
防
署
長
賞

　

北
郷
小
学
校 
 

森　

谷　
　
　

昊

　

丸
森
小
学
校 
 

石　

龍　

披　

奈

柴
田
消
防
署
長
賞

　

船
岡
小
学
校 
 

中　

村　
　
　

仁

大
河
原
消
防
署
長
賞

　

金
ケ
瀬
小
学
校 

大　

野　

里　

和

　

村
田
小
学
校 
 

佐　

藤　

士　

輝

　

川
崎
小
学
校 
 

小　

原　

瑠　

香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 【
敬
称
略
】

　
入
賞
作
品
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

今
後
は
入
選
作
品
を
掲
載
し
た
防

火
防
災
ポ
ス
タ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
防
火
防
災
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
決
定

第
44
回
防
火
防
災
ポ
ス
タ
ー

仙南地域広域行政事務組合理事長賞

白石第二小学校　照　井　緋　寧

　

仙
南
地
域
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
で
は
、
毎
年
仙
南
２
市
７

町
の
小
学
５
年
生
を
対
象
に
防
火
防
災
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
１
２
１
点
の
応
募
を
い
た
だ
い
た
作
品
は
、「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」「
火
の
消
し
忘
れ
」「
た
ば
こ
」
等
を
題
材
と
し
た
、

防
火
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
ば
か
り
で
し

た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
（
仙
南
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
理
事
長
賞
）
に
は
、
白
石
第
二
小
学
校
の
照
井
緋
寧
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
２
市
７
町
を
巡
回
展
示
す
る
な
ど
防
火
防
災
思

想
の
普
及
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　令和５年２月22日に開かれた第260回組合議会定例会において、令和５年度予算が議決され
ましたので、概要をお知らせします。

予算のあらまし
令和５年度　仙南地域広域行政事務組合普通会計

48億7,374万円（前年度 47億1,634万円）総 額

　国が推進する自治体ＤＸ（デジタル・トランスフ
ォーメーション）への取り組みのひとつとして、ご
み搬入予約システムを導入します。
　現在、仙南リサイクルセンター及び仙南クリーン
センターでは、度重なる災害の後片付けやコロナ禍
による断捨離などでごみの持ち込みが多く、施設受
付で長時間お待ちいただいている状況です。その待
機時間解消のため、ごみ搬入予約システムを導入す
るものです。（詳細は、4、5ページをご覧ください。）
　なお、ごみ搬入予約システムは、令和５年４月１
日から運用開始を予定しています。

●令和５年度の主な事業
DXの推進 消防車両整備事業

次の方が就任されました。
教育委員会委員  佐久間　美智子 氏 （村田町教育委員会委員）【令和５年４月１日付け】

48億7,374万円

歳入

分担金及び負担金
37億5,135万円  
 （77.0%）   

使用料
及び手数料
5億4,550万円
    （11.2%）

 国県支出金
2,238万円
（0.5%）

組合債
1億4,790万円
 （3.0%） 

その他
4億661万円
（8.3%）

48億7,374万円

歳出

 衛生費
16億1,948万円
 （33.2%）

 消防費
21億5,300万円
 （44.2%）

議会費
2,118万円
（0.4%） 総務費

2億1,936万円
（4.5%）

民生費
7,092万円
（1.5%）

教育費
3,345万円
（0.7%）

仙南芸術文化
センター費
2億1,033万円
（4.3%）

公債費
5億1,397万円
（10.5%）

予備費
3,205万円
（0.7%）

白 石 市： 6億5,670万円
角 田 市： 5億5,773万円
蔵 王 町： 3億2,632万円

七ヶ宿町： 7,652万円
大河原町：5億3,565万円
村 田 町： 2億9,481万円

柴 田 町： 7億0,997万円
川 崎 町： 2億4,022万円
丸 森 町： 3億4,765万円

　圏域住民の安全・安心を守るため、普通消防
ポンプ自動車２台（白石消防署七ヶ宿出張所、
大河原消防署）、高規格救急自動車１台（柴田
消防署）を更新配備します。

仙南芸術文化センター機能維持事業
　開館から25年以上が経過し、経年劣化が進ん
でいる施設の機能維持を図るため、令和２年度
から基幹設備の修繕を実施しています。今年度
は、平土間ホール舞台照明設備を更新します。

【衛生費内訳】
 2億1,692万円

 796万円
 7億6,840万円

仙南リサイクルセンター
仙 南 最 終 処 分 場
仙南クリーンセンター

 816万円
 3億8,431万円
 2億3,373万円

動 物 焼 却 施 設
し 尿 処 理 施 設
そ の 他 ( 斎 苑 な ど )

【市町別負担金内訳】



こ
の
広
報
誌
は
、
植
物
性
大
豆
油
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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